
それで、同伴拒否
どうはんきょひ

されてもいいから、「介助犬
かいじょけん

」

の説明
せつめい

を聞
き

いてもらおうと、どこへ行
い

くにも連
つ

れて

いくことにしました。店
みせ

の中
なか

で吠
ほ

えたり、お客
きゃく

さん

にかみついたりするんじゃないかとの心配
しんぱい

から同伴
どうはん

を断
ことわ

る店
みせ

が多
おお

かったのですが、中
なか

には犬
いぬ

好
ず

きの

店長
てんちょう

さんがいて、しっかり訓練
くんれん

されているようだ

からと入店
にゅうてん

を認
みと

めてくれる店
みせ

もでてきました。ぼく

が食事
しょくじ

をしている間
あいだ

、「シンシア」がじっと待
ま

って

いる様子
ようす

を見
み

て、「これからもＯＫです」と言
い

って

くれました。

このことをきっかけに、「介助犬
かいじょけん

」をもっと多
おお

く

の人
ひと

に正
ただ

しく理解
りかい

してもらうことが大事
だいじ

だと実感
じっかん

し

まして、講演会
こうえんかい

などで、「介助犬
かいじょけん

」は訓練
くんれん

されてい

て「迷惑
めいわく

をかけませんよ」と、理解
りかい

と協力
きょうりょく

を強
つよ

くう

ったえました。支援
しえん

してくれる方
かた

もどんどん増
ふ

え、

ある大手
おおて

のスーパーでは、独自
どくじ

のルールをつくって

全店
ぜんてん

で受
う

け入
い

れてくれました。

しかし、鉄道
てつどう

の場合
ばあい

は、鉄道会社
てつどうがいしゃ

ごとに、事前
じぜん

の

書類審査
しょるいしんさ

、面接
めんせつ

、試乗試験
しじょうしけん

などに合格
ごうかく

して初
はじ

めて

乗車
じょうしゃ

が許可
きょ か

されるというものでした。私
わたし

と「シン

シア」も数社
すうしゃ

から乗車許可
じょうしゃきょか

を得
え

ましたが、1社
しゃ

ごと

に試験
しけん

を受
う

けなければならないのであれば、なんの

ために「介助犬
かいじょけん

」を伴
ともな

っているのかわかりません。

「介助犬
かいじょけん

」と自由
じゆう

にどこにでも行
い

けるには、やはり、

「法律
ほうりつ

で認
みと

めてもらうしかない」と意識
いしき

して活動
かつどう

す

るようになりました。
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「補助犬
ほ じ ょ け ん

」と出会
で あ

い、
輝
か が や

いて生
い

きる
「身体障害者補助犬法

しん た い し ょ う が い し ゃ ほ じ ょ け ん ほ う

」━障害者
しょうがいしゃ

の自立
じ り つ

と社会参加
し ゃ か い さ ん か

のために━

身体障害者
しんたいしょうがいしゃ

の自立
じり つ

と社会参加
しゃかいさんか

のため、2002年
ねん

10月
がつ

に施行
し こ う

された法律
ほうりつ

です。「補助犬
ほじょけん

」とは

「介助犬
かいじょけん

」「聴導犬
ちょうどうけん

」「盲導犬
もうどうけん

」の3種類
しゅるい

（4頁
ぺーじ

の

「論壇
ろんだん

」参照
さんしょう

）で、単
たん

なるペットではなく、一人
ひとり

ひ

とりの障害者
しょうがいしゃ

の身体
からだ

の一部
いちぶ

として、生活
せいかつ

を助
たす

け、支
ささ

えるよう訓練
くんれん

された特別
とくべつ

な犬
いぬ

です。

この法律
ほうりつ

で、公共施設
こうきょうしせつ

や交通機関
こうつうきかん

は「補助犬
ほじょけん

」の

同伴
どうはん

を拒
こば

んではならないとされ、障害者
しょうがいしゃ

が「補助犬
ほじょけん

」

と行動
こうどう

を共
とも

にすることが社会的
しゃかいてき

に認
みと

められました。

そして2003年
ねん

10月
がつ

からは、デパートやホテル等
とう

の多
おお

くの人
ひと

が利用
りよ う

する民間
みんかん

の施設
しせ つ

でも、「補助犬
ほじょけん

」

の同伴
どうはん

を拒
こば

むことができなくなります。

こうして、「補助犬
ほじょけん

」を伴
ともな

った障害者
しょうがいしゃ

の受入
うけ い

れが

進
すす

むことにより、障害者
しょうがいしゃ

の自立
じりつ

と社会参加
しゃかいさんか

の可能性
かのうせい

が広
ひろ

がります。では、自立
じりつ

と社会参加
しゃかいさんか

とはいったい

どういうことなのでしょうか？

─まず、この法律
ほうりつ

が制定
せいてい

されるに至
いた

るまでの話
はなし

を、

その原動力
げんどうりょく

となった、「介助犬
かいじょけん

使用者
しようしゃ

」の木村
き む ら

佳友
よしとも

さんに語
かた

っていただきました。

「シンシア」が「介助犬
かいじょけん

」として認定
にんてい

を受
う

けたの

が1996年
ねん

7月
がつ

でした。しかし、「介助犬
かいじょけん

」の公的
こうてき

な

基準
きじゅん

はなく、「介助犬
かいじょけん

」の育成団体
いくせいだんたい

が独自
どく じ

の基準
きじゅん

に

より認定
にんてい

しているという状況
じょうきょう

でした。また、日本
にほん

で

は3番目
ばんめ

でしたから、当時
とうじ

は「介助犬
かいじょけん

」をほとんど

の人
ひと

が知
し

りません。スーパーやレストランでも、ペ

ットを連
つ

れているように思
おも

われて、同伴拒否
どうはんきょひ

がほと

んどでしたから、一時
いちじ

は「シンシア」を家
いえ

において

外出
がいしゅつ

することがありました。

そんな時
とき

に限
かぎ

って、街
まち

で物
もの

を落
お

としたりして、そ

れが拾
ひろ

えずに長
なが

い間
あいだ

、人
ひと

が来
く

るのを待
ま

ったこともあ

ります。「『シンシア』がいれば…」と痛感
つうかん

しました。

誰
だれ

も知
し

らなかった「介助犬
かいじょけん

」

「シンシア」とともに、理解
り か い

を求
もと

めて

「身体障害者補助犬法
しんたいしょうがいしゃほじょけんほう

」ってなに？

木村
きむら

佳友
よしとも

さん

─みなさんは「身体障害者補助犬法
しんたいしょうがいしゃほじょけんほう

」って、知
し

っ

ていますか？
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そんな中
なか

、まず私
わたし

の住
す

む兵庫県
ひょうごけん

宝塚市
たからづかし

が市内
しな い

の

公共施設
こうきょうしせつ

での同伴
どうはん

を実現
じつげん

してくれました。また、市
し

では、「介助犬
かいじょけん

同伴可
どうはんか

」というシールをつくり、

民間施設
みんかんしせつ

にも「介助犬
かいじょけん

」の受入
うけい

れを呼
よ

びかけてくれ

ました。

同
おな

じ頃
ころ

、地元選出
じもとせんしゅつ

の国会議員
こっかいぎいん

と出会
で あ

う機会
きかい

があり、

「もっと多
おお

くの国会議員
こっかいぎいん

に『介助犬
かいじょけん

』のことを知
し

っ

てもらうために、国会
こっかい

に来
き

て下
くだ

さい」と誘
さそ

われ、

1999年
ねん

2月
がつ

に「シンシア」を連
つ

れて国会
こっかい

の傍聴
ぼうちょう

に

行
い

きました。そこで、「介助犬
かいじょけん

」の勉強会
べんきょうかい

も開
ひら

かれ、

十数人
じゅうすうにん

の国会議員
こっかいぎいん

の方
かた

が出席
しゅっせき

してくれました。この

勉強会
べんきょうかい

をきっかけに、同年
どうねん

7月
がつ

には超党派
ちょうとうは

で

「介助犬
かいじょけん

を推進
すいしん

する議員
ぎい ん

の会
かい

」が発足
ほっそく

しました。そ

して、多
おお

くの方
かた

の支援
しえん

のおかげで、ついに2002年
ねん

5月
がつ

に「介助犬
かいじょけん

」だけでなく「盲導犬
もうどうけん

」「聴導犬
ちょうどうけん

」も

含
ふく

めた「身体障害者補助犬法
しんたいしょうがいしゃほじょけんほう

」が成立
せいりつ

したのです。

もし「シンシア」がいなくても、なんとか暮
く

らし

ていたでしょうけど、たぶん家
いえ

に閉
と

じこもりがちに

なっていたのではないかと思
おも

います。安心
あんしん

して街
まち

に

でかけ、いろんな人
ひと

と出会
で あ

い、法律
ほうりつ

の制定
せいてい

にもかか

わるなど、前向
まえむ

きに生
い

きてこられたのも「シンシア」

のおかげです。「シンシア」がいなければ、講演
こうえん

を

したり、国会議員
こっかいぎいん

と会
あ

ったりする機会
きかい

はなかったと

思
おも

います。「シンシア」は介助
かいじょ

の仕事
しご と

をするだけで

なく、生
い

きていくうえでのぼくの心
こころ

の支
ささ

えでもある

のです。

─もう、お一人
ひ と り

。「介助犬
かいじょけん

」の使用者
しようしゃ

の方
かた

のお話
はなし

を

うかがうため、ある中学校
ちゅうがっこう

を訪
おとず

れました。

茨木市立南中学校
いばらきしりつみなみちゅうがっこう

の3年生
ねんせい

、稲積
いなづみ

久美子
く み こ

さんは

電動
でんどう

の車
くるま

イスで学校生活
がっこうせいかつ

を送
おく

っています。吹奏楽部
すいそうがくぶ

でクラリネットを担当
たんとう

し、「山登
やまのぼ

りにもチャレンジ

してみたい」と意欲的
いよくてき

です。アニメ好
ず

きで将来
しょうらい

は

「声優
せいゆう

」になる夢
ゆめ

を持
も

っています。

明
あか

るく、前向
まえ む

きに生
い

きる稲積
いなづみ

さんには、中学
ちゅうがく

1

年生
ねんせい

のとき、そのきっかけになる「介助犬
かいじょけん

ムサシ」

との出会
で あ

いがありました。

「ムサシ」を中学校
ちゅうがっこう

に迎
むか

えるにあたっては、学校
がっこう

やＰＴＡはもちろん、何
なに

よりも、生徒
せい と

たちの深
ふか

い

理解
りか い

と協力
きょうりょく

がありました。「介助犬
かいじょけん

」のトレーニン

グセンターまで出
で

かけて取材
しゅざい

した「学校通信
がっこうつうしん

」の

発行
はっこう

をはじめ、「ペットじゃないぞ！ぼくはりっぱ

なサラリーマン！」などの標語
ひょうご

の募集
ぼしゅう

と掲示
けい じ

など、

さまざまな取
と

り組
く

みを行
おこな

いました。

8月
がつ

の夏休
なつやす

みには、学校生活
がっこうせいかつ

に対応
たいおう

した「ムサシ」

の実地訓練
じっちくんれん

も行
おこな

われました。「通学路
つうがくろ

を無事
ぶ じ

に登校
とうこう

することができるか」「通学途中
つうがくとちゅう

で子
こ

どもやほかの

犬
いぬ

が近寄
ちかよ

って来
き

たときはどうするか」─。あらゆ

ることを想定
そうてい

した準備
じゅんび

が進
すす

められました。

そして、いよいよ2学期
がっき

から、稲積
いなづみ

さんの「ムサ

シ」を伴
ともな

った学校生活
がっこうせいかつ

が始
はじ

まりました。落
お

とした物
もの

を拾
ひろ

ったり、ドアを開
あ

け閉
し

めしたり、体育祭
たいいくさい

に参加
さんか

したり、「ムサシ」は稲積
いなづみ

さんのそばにいることが

当
あ

たり前
まえ

の存在
そんざい

でした。

しかし3学期
がっ き

の中頃
なかごろ

、「ムサシ」は突然
とつぜん

、天国
てんごく

に

旅立
たびだ

ちました。稲積
いなづみ

さんの自宅
じたく

で開
ひら

かれた「お別
わか

れ

の会
かい

」には多
おお

くの生徒
せいと

がかけつけました。短
みじか

い間
あいだ

で

したが、きっと「ムサシ」は学校
がっこう

にいろいろなもの

を残
のこ

したのでしょう。「ムサシ」をモデルにして

生徒
せいと

たちが作成
さくせい

した「はり絵
え

」が、校舎
こうしゃ

の玄関横
げんかんよこ

に

今
いま

もあざやかに飾
かざ

られています。

あれから1年半
ねんはん

、3年生
ねんせい

になった稲積
いなづみ

さんには、

夢
ゆめ

を追
お

い、チャレンジする気持
き も

ちが力強
ちからづよ

く息
いき

づいて

います。「『ムサシ』のおかげで、たくさんの人
ひと

と

出会
で あ

えて、いろんな体験
たいけん

をすることができました。

私
わたし

の生
い

き方
かた

も変
か

わったと思
おも

います。」とはにかみな

がら、笑顔
えがお

で話
はな

してくれました。

●取材
しゅざい

を終
お

えて
「補助犬

ほじょけん

」は、ペットでもマスコットでもなく、

もちろん単
たん

なる道具
どう ぐ

でもありません。わたしたち

人間
にんげん

と同
おな

じく「生命
いのち

」をもった生
い

き物
もの

で、使用者
しようしゃ

と

心
こころ

を開
ひら

いて精神的
せいしんてき

につながりあえる存在
そんざい

なのです。

だからこそ、「補助犬
ほじょけん

」と共
とも

に暮
く

らすことで、

使用者
しようしゃ

はもちろん、その周囲
しゅうい

の人
ひと

、一人
ひと り

ひとりが

前向
まえむ

きな姿勢
しせい

で輝
かがや

いて生
い

きる、そして本来
ほんらい

の自分
じぶん

の

持
も

つ力
ちから

が 発揮
は っ き

で きる─ エンパワメント

（用語解説参照
ようごかいせつさんしょう

）につながっていく。それこそが、

自立
じりつ

と社会参加
しゃかいさんか

なのだと強
つよ

く感
かん

じました。

そして、市
し

も国
くに

も動
うご

いた

「シンシア」は心
こころ

の支
ささ

え

「ムサシ」との出会
で あ

いと別
わか

れ
稲積
いなづみ

さんと「ムサシ」


